
(57)【要約】

【課題】カテーテルを固定するのを速めることができる

カテーテル用クイック取付具を提供する。

【解決手段】カテーテルのチャネル分離部内に組み込ま

れ、適当な場所に固定されるクイック取付具の保持手段

は、患者側に偏って配置される。保持手段がわずかに偏

る位置にそれを移動することにより、形状適合・応力適

合連結は、例えば、皮膚に引っ掛けることにより患者と

クイック取付具との間にもたらされる。適切な手段によ

り与えられる反力は、患者からクイック取付具を緩ませ

ることができる程度に、固定後に保持手段が故意に偏ら

されるのを防止する。チャネル分離部およびクイック取

付具は、意図する目的に応じてカテーテルを操作する間

バラバラにならないように、すなわち、互いに故意に分

離しないように構成され、組み立てられた一ユニットを

形成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ テ ー テ ル を 患 者 に 固 定 す る 保 持 手 段 で あ っ て 、 偏 ら せ る こ と が で き る も の と 、
　 少 な く と も 前 記 保 持 手 段 の 或 る 位 置 に お い て 、 該 保 持 手 段 の 偏 り に 対 し て 反 力 を 発 揮 す
る 手 段 と を 備 え 、
　 カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 に 組 み 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取
付 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 保 持 手 段 は 前 記 患 者 の 皮 膚 に 留 ま る フ ッ ク 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ
ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 フ ッ ク 手 段 は ス テ ン レ ス 鋼 か ら な る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 フ ッ ク 手 段 は 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る フ ッ ク 手 段 、 プ ラ ス チ ッ ク で 包 ま れ た フ ッ ク
手 段 お よ び プ ラ ス チ ッ ク で 覆 わ れ た フ ッ ク 手 段 を 含 む グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴
と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 フ ッ ク 手 段 が 殺 菌 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 反 力 を 発 揮 す る 手 段 は 係 合 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取
付 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 反 力 を 発 揮 す る 手 段 は 、 前 記 保 持 手 段 が 偏 っ て い る 状 態 で あ る と き 、 該 保 持 手 段 に
復 元 力 を 発 揮 す る バ ネ 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 保 持 手 段 と 前 記 バ ネ 手 段 と を 備 え る ク ラ ン プ 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー
テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 ク ラ ン プ 手 段 を 広 げ る こ と に よ り 前 記 保 持 手 段 を 偏 ら せ る こ と が で き る こ と を 特 徴
と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 保 持 手 段 を 片 手 で 偏 ら せ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取
付 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に お い て 、
　 前 記 保 持 手 段 を 偏 ら せ る た め の 、 互 い に 向 け て 押 圧 可 能 な 、 ２ つ の 圧 力 面 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ な い し １ １ の い ず れ か に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 に 備 え る こ と を 特
徴 と す る カ テ ー テ ル 。
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【 請 求 項 １ ３ 】
　 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 と ク イ ッ ク 取 付 具 と を 備 え る カ テ ー テ ル で 構 成 さ れ る 装 置 で
あ っ て 、
　 カ テ ー テ ル を 患 者 に 固 定 し 、 偏 ら せ る こ と が で き る 保 持 手 段 と 、
　 少 な く と も 前 記 保 持 手 段 の 或 る 位 置 に お い て 、 該 保 持 手 段 の 偏 り に 対 し て 反 力 を 発 揮 す
る 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 前 記 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 に 該 ク イ ッ ク 取 付 具 を 保 持 す る
連 結 手 段 を 備 え 、 前 記 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 は 、 前 記 ク イ ッ ク 取 付 具 の 前 記 連 結 手 段
に 連 結 さ れ る よ う 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 に お い て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 は 、 前 記 ク イ ッ ク 取 付 具 を 該 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部
に 貼 り 付 け る た め の 溝 を 有 し 、 前 記 ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 前 記 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 の
前 記 溝 に 保 持 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具 お よ び そ れ を 用 い た カ テ ー テ ル 装 置 に 関 し 、 特
に 、 血 管 内 カ テ ー テ ル 用 の ク イ ッ ク 取 付 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 医 学 、 特 に 集 中 治 療 医 学 に お い て 、 多 く の 異 な る 方 法 で 血 管 内 カ テ ー テ ル が 用 い ら れ て
い る 。 血 管 へ の ア ク セ ス と し て 、 血 管 内 カ テ ー テ ル は 、 血 圧 や 体 温 の 測 定 ポ イ ン ト を 設 定
す る の と 同 様 に 、 あ る 物 質 を 血 流 に 供 給 し た り 、 測 定 プ ロ ー ブ を 導 入 し た り 、 サ ン プ ル を
採 取 し た り す る よ う 機 能 す る 。 し ば し ば 、 カ テ ー テ ル は 、 異 な る 機 能 （ 例 え ば 、 血 圧 測 定
や 血 液 サ ン プ ル 採 取 ） を 実 行 可 能 に す る た め に １ つ 以 上 の 内 腔 を 有 す る 。 こ れ ら の 内 腔 は
、 チ ャ ネ ル 分 離 部 と い う 分 枝 箇 所 ま で 共 通 の カ テ ー テ ル 本 体 内 に 延 び て い る 。 ま た 、 内 腔
は 、 チ ャ ネ ル 分 離 部 の 近 く ま で 別 々 の 連 続 体 内 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 血 管 内 カ テ ー テ ル を 設 置 す る た め に 、 そ の 目 的 と さ れ る 血 管 に 穴 を 開 け 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
の 導 入 後 の 適 用 や 穿 刺 ポ イ ン ト の 膨 張 （ 拡 張 ） に 応 じ て 、 例 え ば 、 い わ ゆ る Seldinger技
術 に 従 っ て そ の 後 カ テ ー テ ル を 導 入 す る 。 一 般 に カ テ ー テ ル は 血 管 内 に 長 い 期 間 （ ほ と ん
ど の 場 合 、 数 日 、 少 な く と も 数 時 間 ） 留 ま る の で 、 例 え ば 、 患 者 が 移 動 す る と き に 血 管 内
の カ テ ー テ ル の 位 置 が 変 わ る の を 防 止 す る た め に 、 患 者 の 適 当 な 位 置 に カ テ ー テ ル を 固 定
す る 必 要 が あ る 。 血 管 か ら 離 れ る カ テ ー テ ル の 移 動 は 、 カ テ ー テ ル 遠 位 端 に 位 置 す る 開 口
、 セ ン サ 測 定 ポ イ ン ト な ど が も は や 当 初 の 位 置 で そ の 機 能 を 発 揮 し な い と い う 結 果 を も た
ら し て し ま う 。 さ ら に 、 血 管 内 に 入 る カ テ ー テ ル の 移 動 は 感 染 の 危 険 性 を 伴 う 。 ま た 、 患
者 の 組 織 を 通 し た 通 路 位 置 に お け る カ テ ー テ ル の 過 度 の 移 動 は さ ら に 血 管 を 傷 付 け て し ま
う だ ろ う 。 し か し な が ら 、 と り わ け 、 カ テ ー テ ル が 血 管 か ら 完 全 に 抜 き 取 ら れ る こ と は 避
け ら れ な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 、 動 脈 カ テ ー テ ル の 場 合 、 完 全 に カ テ ー テ ル を 抜 き 取
る と い う こ と は 、 穿 刺 位 置 に お け る 著 し い 失 血 を 意 味 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 通 常 、 カ テ ー テ ル を 患 者 に 固 定 す る た め に 、 カ テ ー テ ル は 縫 い 合 わ せ ら れ る 。 し ば し ば
、 こ の 目 的 の た め 縫 い 合 わ せ を 引 き 抜 く た め の 針 の 穴 （ 目 ） が カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離
部 の 領 域 に 設 け ら れ る 。 上 述 の よ う に 、 カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 は 、 遠 位 の カ テ ー テ
ル 本 体 と ２ 以 上 の 近 位 の カ テ ー テ ル 連 結 と の 間 の ス イ ッ チ の よ う な 遷 移 と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 縫 合 の た め に 時 間 が 浪 費 さ れ 、 こ れ に よ り 、 他 の 治 療 に 遅 れ が 生 じ て し ま う 。 こ れ は 、
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特 に 急 患 の 場 合 に 問 題 と な る 。 縫 合 す る に は 両 手 を 必 要 と し 、 あ る 状 況 で は 、 同 時 に 他 の
重 要 な 処 置 を 実 行 す る に は 追 加 の 補 助 者 を 必 要 と す る 。 ま た 、 手 元 に 殺 菌 縫 合 材 料 を 常 備
し て お か な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 時 間 の 浪 費 や 血 管 内 カ テ ー テ ル を 設 置 す る 縫 合 材 料 は 、 今 ま で 避 け ら れ な い も の で あ る
と 考 え ら れ て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の 問 題 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル を 固 定 す る の を 速 め る こ と を 可 能 に す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の カ テ ー テ ル 用 ク イ ッ ク 取 付 具
に よ り 達 成 さ れ る 。
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 請 求 項 ２ ～ １ １ の い ず れ か の 記 載 に 従 っ て 構 成 さ れ て も よ
い 。
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 目 的 は 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の カ テ ー テ ル に よ り 達 成 さ
れ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 上 記 目 的 は 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 配 置 か ら な
る 装 置 に よ り 達 成 さ れ る 。 こ の 配 置 の 有 利 な 実 施 形 態 は 、 請 求 項 １ ４ の 記 載 に 従 っ て 構 成
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 適 当 な 位 置 に 固 定 さ れ る カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 に 組 み 込 ま れ る ク イ ッ ク 取 付 具 の
保 持 手 段 は 、 患 者 側 に 偏 っ て 配 置 さ れ る 。 わ ず か に 偏 ら せ た 位 置 に 保 持 手 段 を 戻 す こ と に
よ り 、 患 者 と ク イ ッ ク 取 付 具 と の 形 状 適 合 ・ 応 力 適 合 連 結 は 、 例 え ば 、 皮 膚 に 引 っ 掛 け る
こ と に よ り も た ら さ れ る 。 適 切 な 手 段 に よ り 与 え ら れ る 反 力 は 、 患 者 か ら ク イ ッ ク 取 付 具
を 緩 ま せ ら れ る 程 度 に 、 固 定 後 に 保 持 手 段 が 故 意 に 偏 ら さ れ る の を 防 止 す る 。 有 利 に は 、
係 合 に よ り 、 あ る い は 利 用 す る バ ネ 手 段 の 復 元 力 に よ り こ れ を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 縫 合 材 料 を 利 用 す る こ と な く 、 数 本 の 手 の 移 動 で 患 者 へ の カ テ ー テ ル の 縫
合 固 定 を 達 成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 保 持 手 段 が ク ラ ン プ 構 造 や 万 力 構 造 の 場 合 に は 、
好 ま し く は 可 能 で あ る 片 手 で の 作 業 を 利 用 す る こ と が で き る 。 特 に 、 急 患 を 世 話 す る と き
、 そ れ に よ り 、 従 来 に 比 べ 、 貴 重 な 時 間 を 節 約 す る と と も に 、 医 師 や 治 療 を 提 供 す る 医 療
ス タ ッ フ の 混 乱 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 に 組 み 込 ま れ 、
迅 速 ・ 容 易 に 処 理 す る 共 通 部 分 と な る 。 こ れ に 関 し て 「 組 み 込 み （ integrated） 」 と は 、
完 全 に 組 み 込 ま れ る 場 合 と 部 分 的 に 組 み 込 ま れ る 場 合 の 両 方 と し て 理 解 さ れ 、 特 に 、 こ れ
に 関 し て 、 カ テ ー テ ル を 所 望 の よ う に 取 り 扱 う と き チ ャ ネ ル 分 離 部 お よ び ク イ ッ ク 取 付 具
が バ ラ バ ラ に な ら な い よ う に 構 成 さ れ 、 あ る い は 互 い に 連 結 さ れ た 一 ユ ニ ッ ト を 形 成 す る
組 み 込 み 手 段 と し て 理 解 さ れ る よ う に 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 に ク イ ッ ク 取 付 具 を 保 持 す る 連 結 手
段 を 有 す る ク イ ッ ク 取 付 具 を 装 備 す る と と も に 、 ク イ ッ ク 取 付 具 の 連 結 手 段 と 連 結 す る よ
う 特 に 構 成 さ れ る カ テ ー テ ル チ ャ ネ ル 分 離 部 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 根 本 的 に 、 本 出 願 の 範 囲 内 に 記 述 さ れ る 本 発 明 の あ ら ゆ る 変 形 は 、 個 々 の 場 合 で 経 済 状
態 お よ び 技 術 状 態 に 応 じ て 特 に 有 利 で あ る 。 反 対 の こ と と し て 述 べ な い 限 り 、 本 来 技 術 的
に 実 行 可 能 な 程 度 ま で 、 以 下 に 記 述 の 実 施 形 態 の 個 々 の 特 徴 を 交 換 し 、 あ る い は 互 い に 組
み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 の 例 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
　 こ れ に 関 し て 、 図 面 は 単 に 概 略 的 で あ り 、 よ り よ い 例 示 の た め に 比 率 を 代 表 す る も の で
は な い 。 特 に 、 お 互 い の 寸 法 間 の 関 係 は 、 実 際 の 実 施 形 態 か ら 逸 脱 し て も よ い 。
　 ま た 、 筋 が 通 る 限 り 、 各 図 に お い て 互 い に 対 応 す る 構 成 要 素 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 カ テ ー テ ル を 患 者 に 縫 い 合 わ せ る 縫 合 糸 を 介 し て 引 っ 張 る た め 、 血
管 内 カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 １ に は 針 の 穴 （ 目 ） ２ が し ば し ば 設 け ら れ る 。 近 位 カ テ
ー テ ル コ ネ ク タ ４ と と も に 遠 位 カ テ ー テ ル 本 体 ３ が 一 部 分 の み 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ の チ ャ ネ ル 分 離 部 １ （ よ い 外 観 の た め 、 細 線 で 示 さ れ る ） は 、 遠 位 カ テ
ー テ ル 本 体 ３ と 近 位 カ テ ー テ ル コ ネ ク タ ４ と を 備 え る 。 こ の チ ャ ネ ル 分 離 部 １ は 、 本 質 的
に 最 先 端 の も の に 対 応 す る が 、 本 発 明 の ク イ ッ ク 取 付 具 を 備 え て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で
は 針 の 穴 が 設 け ら れ な い 。 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す 変 形 例 の 一 つ に よ れ ば 、 ク イ ッ ク 取 付 具
は チ ャ ネ ル 分 離 部 １ に 連 結 さ れ て も よ い 。 し か し な が ら 、 本 発 明 の ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 図
６ を 用 い て 後 述 す る よ う に 、 縫 合 用 針 の 穴 を 有 す る 従 来 の チ ャ ネ ル 分 離 部 と 安 定 し て 連 結
さ れ る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 ２ つ の ス テ ン レ ス フ ッ ク ７ と 同 様 に 、 屈 曲 棒 状 の バ ネ ６
の 外 側 に あ る 圧 力 面 ５ を 有 す る ２ 枚 の プ レ ー ト を 備 え る 。 ス テ ン レ ス フ ッ ク ７ の 代 わ り に
、 異 な る 材 料 や 材 料 の 組 み 合 わ せ の フ ッ ク が 設 け ら れ て も よ い 。 バ ネ ６ と ス テ ン レ ス フ ッ
ク ７ と は ク ラ ン プ を 形 成 す る 。 こ れ に 関 連 し て 、 バ ネ ６ は 、 例 え ば 、 ２ 枚 の プ レ ー ト に 別
々 に 挿 入 さ れ る バ ネ 鋼 の 舌 で あ っ て も よ い 。 し か し な が ら 、 バ ネ ６ お よ び ス テ ン レ ス フ ッ
ク ７ は 、 と も に 一 片 の 材 料 か ら 折 り 曲 げ 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ に 示 す ク イ ッ ク 取 付 具 の 場 合 、 図 １ の 構 造 の ２ つ の ク ラ ン プ が 圧 力 面 ５ に 設 け ら れ
る 。 ２ つ の ク ラ ン プ は そ れ ぞ れ 片 手 で 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 図 １ の ク イ ッ ク 取 付 具 を 機 能 さ せ る 方 法 を 示 す 。 こ れ に 関 連 し
て 、 代 表 平 面 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 点 鎖 線 Ａ － Ａ ’ の 断 面 を 矢 印 が 示 す 方 向 に 見 て 、
９ ０ 度 回 転 し た も の で あ る 。 図 ２ の ク イ ッ ク 取 付 具 は 同 様 な 方 法 で 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 互 い に 向 か っ て ２ つ の 圧 力 面 ５ を 押 圧 す る と 、 バ ネ ６ は 屈 曲 し 、 殺 菌 し た ス テ ン レ ス フ
ッ ク ７ は 、 図 ３ （ ｂ ） か ら 明 ら か な よ う に 、 元 の 位 置 か ら 偏 ら さ れ る 。 ス テ ン レ ス フ ッ ク
７ が 偏 ら さ れ る と 、 ク イ ッ ク 取 付 具 は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 （ 細 い 曲 線 で 示 さ れ る
） 患 者 の 皮 膚 に 接 触 し て 配 置 さ れ る 。 圧 力 面 ５ の 移 動 が 許 容 さ れ た 後 、 バ ネ ６ は 初 め の 位
置 に 戻 ろ う と す る 。 バ ネ ６ の 復 元 力 に よ り 、 ス テ ン レ ス フ ッ ク ７ は 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ
う に 、 そ れ ら の 端 部 で 患 者 の 皮 膚 に 引 っ 掛 か る 。 端 部 は こ の 目 的 の た め に 鋭 利 と な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ は 、 図 １ の よ う な 構 造 の ク イ ッ ク 取 付 具 の ク ラ ン プ と 適 当 な 位 置 に 固 定
さ れ る カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 １ と の 間 の 連 結 の ２ つ の 例 を 示 す 。 遠 位 カ テ ー テ ル 本
体 ３ の 突 出 部 が 単 に 示 さ れ る 。 最 先 端 の も の と し て は 普 通 で あ る が 、 射 出 成 形 部 と し て カ
テ ー テ ル 分 離 の ハ ウ ジ ン グ を 構 成 す る の が 実 用 的 で あ る 。 言 う ま で も な く 、 他 の 製 造 方 法
も 利 用 可 能 で あ る 。
　 理 解 を 容 易 に す る た め に 、 図 ４ お よ び 図 ５ で は 、 ク イ ッ ク 取 付 具 は 破 線 で 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ で は 、 チ ャ ネ ル 分 離 部 １ は 円 周 状 の 溝 ８ を 備 え る 。 こ こ で は Ｕ 字 状 に 示 さ れ る け れ
ど も 、 こ の 溝 ８ は く さ び 状 や 断 面 曲 線 状 に 構 成 さ れ て も よ い 。 ク イ ッ ク 取 付 ク ラ ン プ は 、
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組 み 立 て 中 、 前 面 か ら チ ャ ネ ル 分 離 部 １ を 介 し て 押 圧 さ れ る 。 バ ネ ６ の 復 元 力 は 、 チ ャ ネ
ル 分 離 部 １ お よ び ク イ ッ ク 取 付 ク ラ ン プ が 互 い に 確 実 に 連 結 さ れ 、 カ テ ー テ ル の 操 作 中 医
療 的 用 途 で 互 い に 残 存 し 、 外 れ な い よ う に 、 フ ッ ク ７ が 部 分 的 に 止 ま る 溝 ８ 内 に ク イ ッ ク
取 付 ク ラ ン プ を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 完 全 に は 平 ら に 構 成 さ れ な い 図 ５ に 示 す 統 合 の 変 形 例 の 場 合 、 バ ネ ６ お よ び フ ッ ク ７ は
、 チ ャ ネ ル 分 離 部 １ の 射 出 成 形 ハ ウ ジ ン グ に よ り 案 内 さ れ る 。 こ の た め 、 射 出 成 形 ハ ウ ジ
ン グ は 横 向 き の ス リ ッ ト ９ を 備 え る 。 ク イ ッ ク 取 付 ク ラ ン プ は 、 製 造 時 に ハ ウ ジ ン グ 内 に
既 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス テ ン レ ス フ ッ ク ７ が チ ャ ネ ル 分 離 部 １ の 射 出 成 形 ハ ウ ジ ン グ を 貫 通 し 、 バ ネ ６ が 溝 ８
内 に あ り 、 あ る い は 単 に チ ャ ネ ル 分 離 部 １ の 上 面 に あ る よ う な 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す 変 形
例 の ハ イ ブ リ ッ ド 版 も 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 解 決 策 に よ り 、 チ ャ ネ ル 分 離 部 １ を 比 較 的
平 ら な 構 造 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の ク イ ッ ク 取 付 具 の 別 の 実 施 例 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） に 類 似 す る 図 で あ る
が 、 図 ６ で は チ ャ ネ ル 分 離 部 が 示 さ れ な い 。 屈 曲 棒 の 代 わ り に 、 バ ネ ６ は 螺 旋 状 バ ネ と し
て 構 成 さ れ る 。 ク イ ッ ク 取 付 具 は そ れ 自 身 平 ら な ハ ウ ジ ン グ １ ０ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ １
０ は 、 適 当 な 場 所 に 固 定 さ れ る カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 の ハ ウ ジ ン グ と 同 一 で は な い 。
好 ま し く は ゴ ム 弾 性 材 料 か ら 構 成 さ れ る ２ つ の 心 棒 １ １ が ハ ウ ジ ン グ １ ０ 上 に 配 置 さ れ る
。 心 棒 １ １ は 、 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ 内 の 穴 に 固 定 さ せ ら れ て も よ い （ 図 示 せ ず ） 。 図
７ の よ う な 構 造 の 従 来 の チ ャ ネ ル 分 離 部 １ は 、 心 棒 １ １ に よ り ク イ ッ ク 取 付 具 に 連 結 さ れ
る 。 こ こ で 、 心 棒 １ １ は 針 の 穴 （ 目 ） ２ に 挿 入 さ れ る 。 心 棒 １ １ の 代 わ り に 、 例 え ば 、 簡
単 な ワ イ ヤ ピ ン が 設 け ら れ て も よ い 。 こ の ワ イ ヤ ピ ン は 、 針 の 穴 ２ を 通 過 し た 後 折 り 曲 げ
ら れ る 。 繰 り 返 し て 言 う が 、 チ ャ ネ ル 分 離 部 １ お よ び ク イ ッ ク 取 付 ク ラ ン プ が カ テ ー テ ル
の 操 作 中 医 療 的 用 途 で 互 い に 残 存 し て 外 れ な い よ う な 安 全 な 連 結 が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 ク ラ ン プ 状 に 構 成 さ れ 、 本 発 明 の ク イ ッ ク 取 付 具 を 有 す る カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル
分 離 の 領 域 の 平 面 図 を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 ２ 】 二 重 ク ラ ン プ と し て 構 成 さ れ 、 図 １ と 同 様 の ク イ ッ ク 取 付 具 を 有 す る カ テ ー テ ル
の チ ャ ネ ル 分 離 の 領 域 を 概 略 的 に 示 す 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す ク イ ッ ク 取 付 具 の 使 用 を 示 す 。
【 図 ４ 】 カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 と 図 １ と 同 様 に 構 成 さ れ る ク イ ッ ク 取 付 具 と の 連 結
の 変 形 例 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 １ と 同 様 に 構 成 さ れ る ク イ ッ ク 取 付 具 の カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 へ の 統 合
の 変 形 例 の 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 縫 合 用 針 の 穴 （ 目 ） を 有 す る 従 来 の チ ャ ネ ル 分 離 部 に 連 結 可 能 な 本 発 明 の ク イ ッ
ク 取 付 具 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ７ 】 最 先 端 の カ テ ー テ ル の チ ャ ネ ル 分 離 部 の 領 域 を 概 略 的 に 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ 　 　 チ ャ ネ ル 分 離 部
２ 　 　 目
３ 　 　 遠 位 カ テ ー テ ル 本 体
４ 　 　 近 位 カ テ ー テ ル コ ネ ク タ
５ 　 　 圧 力 面
６ 　 　 バ ネ
７ 　 　 ス テ ン レ ス フ ッ ク
８ 　 　 溝
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９ 　 　 ス リ ッ ト
１ ０ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
１ １ 　 　 心 棒

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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